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病院長  森田 潔 

 

清水前附属病院長の後任として平成１７年６月１４日 

付けで就任いたしました。本学を卒業後、麻酔蘇生分野 

を専門といたしまして、岡山大学病院で約３０年間診療、 

研究に取り組んでまいりました。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  病めるときには多くの不安を抱えるものです。そういった患者さまやご家族

の方々の支えになることを目標にした総合患者支援センターが開設されたの

が平成１５年４月のことです。院内、学外の多くの方々に支えられながら、患

者さまからの治療、看護、福祉などに関わる多くのご相談、積極的に治療に参

加されるように患者さまが自己学習をされるご支援、ミニコンサートや各種セ

ミナーなどの開催支援などセンターの活動も充実してまいりました。また、利

用される方の数も多くなって、皆様方のお役に立てていることと思い大変嬉し

く思っております。今後も皆様のご意見、ご要望にお答えし、さらに発展して

いきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岡山大学病院を取り巻く環境は岡山大学が平成１６年度より独立行政法人

となったことで大きく変化いたしました。また、医療環境も生活の変化や高齢

化などによりますます多様化しています。しかし我々の「高度な医療をやさし

く提供する」という理念に変わりはなく、本院に治療のため通院・入院される

患者さまひとりひとりに安心して医療を受けていただけるよう職員一同努力

しております。 

 

 

 

 

 

 岡山大学病院は、これからも最高水準の医療を提供し、また安全対策に全力

を尽くし、皆様方に信頼され、親しまれる病院でありたいと思います。  
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７月７日（木）当院において、病院ボランティアを対象とした研修会を開催しました。講師に

NPO 法人日本病院ボランティア協会 理事長 宮本美嘉子氏をお迎えし、『病院ボランティアとし

ての心構え』というテーマでご講演いただきました。 

病院の中に社会の風を入れてくれるボランティアは、患者様にとってやすらぎの存在です。阪神

淡路大震災の年が“ボランティア元年”となり、患者サービスの視点からも病院の質が評価される

ようになったこの１０年間に、ボランティアを受け入れる病院が全国的にも増えてきました。医療

の質を高めるという点において、ボランティアは病院にとって欠かせない存在となっています。 

 
 

 また、患者様と同じ目線から提案をしていただくこ

とで、病院を変える力にもなります。それだけに、ボ

ランティア自身も責任を持って活動を継続していくこ

とが必要であるとお話いただきました。 

当院では、現在１３０名のボランティア登録があり、

研修会やミーティングをもちながら、ボランティアと

職員が共に成長し合う活動をしていきたいと考えてい

ます。１０～１１月には今年度後期のボランティアを

募集します。関心をお持ちの方は当センターまでぜひ

ご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

NPO 法人日本病院ボランティア協会 

宮本美嘉子理事長  
 
 
 

猛暑に負けず、支柱&手作りネット

をつたって成長しました。 

 
私たちが植えました！ 

ＲＳＫ山陽放送の環境キャンペーン

の一環で、朝顔の苗を６０本いただき、

ボランティアと患者様とで植えました。
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近年、日本での乳癌の増加は著しく、すでに年間約３万６千人を超えているのが現状です。 

岡山大学でも数年前に比較して、患者様は､倍に増えておりますが、その一方で外来でゆっくりお話

をする時間が短くなってきています｡そういった状況を解決するため、すなわち医療者側と患者様の

コミュニケーションを図るため、また乳癌の新しい情報を提供するために、岡山大学乳癌患者様の会

を設立しました｡ 

第１回目の会を、平成１７年７月１０日に開催し、名前もアニマート（イタリア語で生き生きと）

に決定し、参加者は約 50 名でした｡講演は、ホルモン療法､リハビリおよび浮腫対策、リマンマ､サ

ポーター、ウィッグなどについて行われました｡ 

アンケートでも、わかりやすかったと 

いう意見が多く、特にリハビリについて 

の講演が好評でした。  

               次回の開催についてのお問い合わせも 

あり、ぜひ継続して行っていきたいと考 

えておりますので、会の発展に向けて皆 

様のご協力をよろしくお願い致します｡ 

 

お問い合わせ先：当院外科外来  ０８６（２３５）７９２８ 

                      午後 2 時～5 時 

総合リハビリテーション部

築山理学療法士 
乳腺・内分泌外科 土井原講師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （Ｖｏｌ．３） 

  副センター長   岡田 宏基 

＜人間関係を見直してみましょう －「わかってくれない病」とは－＞ 

 

一口に人間関係といっても、そこには様々なスタイルがあります。 

 友人関係のように対等なもの、親子関係のように、保護し保護される関係、職場での上司と部下のよ

うに、指示しそれに従うという関係など、いくつかのパターンがあります。この枠内でその様式に従っ

て行動していれば大きな問題は起きないのですが。。。 

 さて、心療内科の外来でよく耳にするセリフに、「わかってくれない」があります。夫が妻である自分

のことをわかってくれない、親が子である自分のことをわかってくれない、等々。高齢化が進むと、年

老いた親が、子どもが自分の気持ちをわかってくれないという場面も増えてくるでしょう。これらをよ

く見ると、保護される立場の人が、保護する側の人に対して、わかってくれない、と感じていることが

共通しています。 

 「わかってくれない」、は時として病気を産み出します。思春期やせ症の女の子たちは、親、特に母親

が自分のやせていたい気持ちをわかってくれないと訴えます。この気持ちに何らかの形で「けり」がつ

かないと、やせから回復することは困難です。家庭の主婦にも「わかってくれない病」は存在します。

これだけ家を護り、子どもを育て、あなたの親の面倒まで見ているのに、どうしてあなたは私の気持ち

をわかろうとしないの！ わかってもらえない戦いに破れると、うつ状態になったり、更年期障害の悪

化に至ったりします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  さあ、「わかってくれない病」を克服するにはどうしたらいいのでしょうか？ 次回のお楽しみ。 
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電話相談 ０８６－２３５－７８４４（開室時のみ受付） 
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開催日時  ：２００５年９月１４日（水）午後１時３０分～３時３０分

場  所  ：当院西病棟１階総合患者支援センター 多目的学習室 1 

問い合わせ先  ：事務局 香川さん ℡０９０-４１４０－２５００ 

“がんの患者と家族のためのクラブ 並木ひろば” の開催！

みなさん、“並木ひろば”って聞かれたことがありますか？がんの患者様と

ご家族が、互いに励まし合い支え合いながら、より快適で個々にとって意義あ

る生活をめざすことを目的に活動しているグループです。毎月かとう内科並木

通り診療所内でクラブを開催されていますが、今回初めて当院に「出張」して

いただけることになりました。参加は自由です。とてもあたたかく穏やかな雰

囲気の集まりです。この機会に一度のぞいてみられたらいかがでしょうか。 

 

 

                                （ＶＯＬ．５） 

 
保健学科 深井喜代子 

 

痛みは身体の危険信号として重要ですが，原因がはっきりしない長期にわたる痛みはむしろ“害”

になります。私どもは痛み研究と疼痛看護の専門の立場から，そうした“不必要な痛み”に積極的

に対処するために，昨年 5 月に「痛みの相談室」（無料）を始めました。 

当相談室では，痛みのために日常生活にさまざまな不都合を感じておられる方のご相談を，面接

や電話でお受けしています。まず，痛みの特徴や経過はもちろん，痛みによって生じる生活障害に

ついて詳しくお聞きします。そして，痛みに関する一般的知識とご自身の痛みに対する洞察を深め

ていただき，不安の解消に努めます。さらに，痛みの原因や軽減方法，日常生活上の工夫をご一緒

に考えていきます。当相談室に来られる患者様のほとんどは長期にわたる痛みの悩みをお持ちで，

既に病院で何らかの疾患の治療を受けておられます。しかし，外来では自分の痛みについて多くを

訴える時間がないこと，痛みを専門に扱う医療機関が少ないこと，腹痛や頭痛など痛みの種類毎に

別の診療部門を訪れなければならない煩わしさなどの理由から，相談室を訪ねて来られます。医学

的には複数の痛みであっても，それらをかかえておられるのはお一人の生活者であるとの視点で，

私どもは患者様とともに痛みに“挑戦”して参ります。痛みでお困りの方はお気軽に「痛みの相談

室」をお訪ねください。 

なお，「痛みの相談室」は当院の「麻酔科外来ペインセンター」とも連携して活動しており，必

要に応じてご紹介させていただいています。 

開室日時 毎週木曜日午後３時～５時 


